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九州大学遺伝子組換え実験安全管理細則

平成１６年度九大細則第１２号

施 行：平成１６年 ４月 １日

最終改正：平成２８年 ３月３１日

（平成２７年度九大細則第２２号）

（趣旨）

第１条 この細則は、九州大学遺伝子組換え実験安全管理規則（平成１６年度九大規則第８２号。

以下「規則」という。）第２７条の規定に基づき、遺伝子組換え実験（以下「実験」という。）

の実験計画の申請の手続等について 必要な事項を定めるものとする。

（実験計画の申請等）

第２条 規則第１０条第１項に規定する実験計画の申請は、所定の様式によって行うものとする。

２ 前項の規定は、実験計画を変更しようとする場合に準用する。

（実験に係る標示）

第３条 規則第１５条に規定する標示は、所定の様式により行うものとする。

（実験に使用する施設の標識）

第４条 実験に使用する施設には、所定の様式による標識を掲げるものとする。ただし、P1 レ

ベルの実験に使用する施設については、この限りでない。

（実験の記録及びその保存）

第５条 実験責任者は、実験を行った日ごとに実験の記録を行い、５年間保存しなければならな

い。

（遺伝子組換え生物等の譲渡）

第６条 規則第１８条第１項及び第２項に規定する届出は、それぞれ所定の様式により行うもの

とする。

（実験の終了又は中止の報告）

第７条 規則第１９条に規定する報告は、所定の様式により行うものとする。

（大量培養実験に関する資料の保存）

第８条 規則第２０条に規定する資料は、実験が承認された日から５年間保存するものとする。

（教育訓練）

第９条 規則第２１条に規定する教育訓練は、少なくとも年１回行うものとする。

（この細則の改正）

第１０条 この細則の改正は、遺伝子組換え実験安全委員会の議を経ることを必要とする。

附 則

この細則は、平成１６年４月１日から施行する。

附 則（平成１６年度九大細則第４４号）

この細則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１７年度九大細則第１号）

この細則は、平成１７年７月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大細則第１号）

この細則は、平成１８年５月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大細則第２０号）

この細則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大細則第１９号）

この細則は、平成２２年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大細則第７号）

この細則は、平成２５年８月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大細則第２０号）

この細則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大細則第２２号）

この細則は、平成２８年４月１日から施行する。


